
生
第
七
編
厚

第
三章

上
水
道
・
下
水
道

第
一
節
私
設
水
道
組
合

滝
川
の
市
街
地
は
泥
炭
湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
水
質
が
悪
く
、
全
地
域
に
わ

た
っ
て
飲
料
水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た。

明
治二
十
九
年
に
村
上
吉
太
郎
が
一
の
坂
の
神
社
境
内
に
近
い
官
有
地
の
沢

に
清
水
が
湧
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
た。
彼
は
喜
び
勇
ん
で
帰
り、
た

だ
ち
に二
、
三
の
有
志
と
相
談し
てこ
の
水
を
引
く
計
画
を
た
て
た
。

湧
水
地
点
か
ら
一
の
坂
下、
本
通
一
、
二、
三丁
目
地
区
の
住
民
は
二
三
〇

間
(約
四
百十
五メー

ト
ル)の

竹
管
で
引
水
し、

一丁
目
中
央
に
水
槽
を
設
け
て
給

水
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
は
応
分
の
給
水
料
を
支
払
っ
て
飲
料
水
を
使

用
し
た
。
そ
の
後
明
治三
十
八
年
古
鉄
管
(一
時半・

約三
・八
一
セン
チ
メー
ト
ル)

を
購
入
し
て
布
設
替
を
な
し、
工
事
費
償
還
方
法
と
し
て
水
道
組
合
を
組
織

し、
給
水
地
区
全
体
の
加
入
に
よ
っ
て、
わ
ず
か
数
年
で
完
全
に
そ
の
負
債
を

返
済
す
る
こ
と
が
で
き
た。

大
正
二
年
富
良
野
線
鉄
道
工
事
に
よ
り、
滝
川
か
ら
零
哩
七
八
鎖
七
五
節

(約
一
千
五
百
八
十
五
メー
ト
ル地
点)
の
地
点
地
下
を
通
水
し
、
共
同
事
業
と
し
て

水
道
組
合
を
継
続
し
て
き
た。

大
正
十
年
八
月
十
八
日、
水
源
地
の下
流
区
域
が
樋
口
覚
治
の
所
有
と
な
っ

た
が、

こ
こ
に
も
湧
出
水
が
あ
る
の
で
、
樋
口
の
承
諾
を
得
て
水
槽
及
び
鉄
管

の布
設
を
な
し
た
。

約
定
書

滝
川
町
本
通
り
一、
二、
三
丁
目
住
民
使
用
ノ
飲
料
水
欠
乏
ノ
為
メ
之
ガ
補
充
ト
シ
テ
在

来
水
源
地下
流ノ
貴
殿
御
所
有
地
内
湧
出
ノ
水
併
用
方
御
相
談
仕
候
処
頗
ル
御
同
情
ノ
上
救

済
ノ
意
味
ニ
於
テ
御
承
諾
ニ
預
り
難
有
奉
謝
候
就
テ
ハ
直
チ
ニ
水
槽
及
鉄
管
敷
設
使
用
可
仕

候
他
日
貴
殿
,
御
都
合
上
右
箇
所
御入
用
ノ
時
八
無
異
議
御
返
地
可
申
上
候
尤
其
際
八
貴

所
有
地
内
敷
設
物
ハ
水
槽
及
流
レ
借
地
料
無
償
ノ
代
償
ト
シテ
其
侭
貴
殿
へ
御
渡
可
申
候
仍

テ
後
日
ノ
タ
メ
水
道
委
員
連
署
ノ
上
約
定
書
一
札
如
件

大
正
拾
年
八
月
十
八
日

滝
川
町
本
通
一
丁
目
所
在

水
道
委
員
藤
田
才
市、

奥
山
与
作、

山
根
喜
平、

本
田
源
蔵、
十
時
源
太
郎、高

林
慶
太
郎、

今
忠
作、
伊
藤
金
蔵

樋
口
覚
治
殿

し
かし
布
設
鉄
管
は
年と
と
も
に
腐
蝕
し
て
き
た
の
で、
そ
の
都
度
修
繕
を

加
え
応
急
手
当
を
施
し
て
持
ち
耐
え
て
き
た
が、
大
正
十
二
年
有
志
が
相
談
し

根
本
的
に
や
り
直
し
て
給
水
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
一
決
し
た
。

滝
川
町
一
部
布
設
設
計
書

一
給
水
人
口
戸
数
百
五
十
戸
ト
シ
一
戸
平
均
五
人
ト
見
積
り
七
百
五
十
人
ト
ス

給
水
量
一人
一
日
ニ
付
平
均二
立
方
尺
(三
斗
八
合
・
約
六
八
・
五
リ
ット
ル)

二三
水
源
及
水
量
在
来
引
用
ッ
ツ
ア
ル
滝
川
神
社
側
渓
谷
ノ
湧
水
ヲ
以
テ
之
レ
ニ
充
ッ
水

量
ハ
最
涸
水
時
ニ
於
テ
実
測
シ
タ
ル
所
ニ
ョ
レバ
一
秒
時〇
・
〇
二
一七
立
方
尺
ニ
シ
テ

七
百
五
十
人
ノ
所
要
量
毎
秒〇
・
〇
一
七
三
六
ニ
比
シ
充
分
ナ
リ
併
シ
ナ
ガ
ラ
水
道
ノ
使

用
ハ
主
ニ
昼
間
ニ
於
テ
ナ
サ
ル
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
時
間
ニ
ョ
リ
著
シ
ク
使
用
量
ヲ
増
ス
ヲ
以

テ
之
ニ
対
ス
ル
増
率
ヲ
二
倍
半
ト
見
積
り
計
算
ス
ル
時
ハ
自
ラ
貯
水
ノ
要
ア
ル
ヲ
知
ル
ベ

ン
四
集
水
壁
現
在
ノ
湧
水
ハ
崖
下
ノ
砂
利
層
ニ
伝
ハ
リテ
湧
出
ス
ル
モノ
ニ
シテ
其
湧
水

ノ
源
ハ
ー
ツ
ナ
ルト
雖
モ
分
レ
テ
二
三
カ
所
ニ浸
出
ス
ラ
見
ル
ベ
シ
此
湧
水
場
所
ニ於
テ

表
土
二
尺
ヲ
掘
鑿
シ
恰
モ
屏
風
ヲ
回
シ
タ
ル
体
裁
ニ
集
水
壁
ヲ
設
ケ
内
部
ニ
粘
土
厚
六
寸
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ヲ
填
充
シ
其
上
部
ニ
砂
利
ヲ
盛
立
テ
湧
水
ノ
容
易
ニ
壁
内
ニ
注
溜
ス
ル
装
置
ト
ス
粘
土
ハ

之
注
溜
水
ノ
再
と
壁
外
ニ
滲
出
セ
サ
ル
様
填
充
ス
壁
内
ニ
注
溜
セ
ラレ
タ
ル
水
ハ
一隅
ニ

取
付
ケ
タ
ル
流
出
土
管
ニ
ョ
リ
貯
水
槽
内
ニ
誘
導
セ
ラ
ル
砂
利
ノ
上
部
ニ
ハ
適
当
ナ
ル
勾

配
ヲ
付
シ
盛
土
シ
不
潔
物
ノ
侵
入
ラ
防
ク
ノ
用
ニ
供
ス

五
貯
水
槽
円
型
ニ
シテ
直
径
十二
尺
有
効
水
深
六
尺
ト
ス
容
量
約
八
百
立
方
尺
(百
二

十三
石)
七
百
五
十
人
ニ
対
シ
半
昼
夜
分
ヲ
貯
水
シ
得
池
底
ハ一、
三
、
六
ノ
配
合
混合

混
凝
土
トシ
側
壁
ハ
基
礎
上三
尺
五
寸
ヲ
煉
瓦
一
枚
半
積
夫
ヨリ
上
部
へ
一枚
積
ト
ス
接

水
面
へ
漏
水
ヲ
防
ク
為
メ配
合
一、
三、
六
ノ
コ
シ
ルベ
ス
ター
モ
ル
タ
ル」
ヲ
塗
布
ス

池
槽
ニ
ハ覆
蓋
ヲ
設
ク

六
配
水
管
一
案
工
学
会
撰
定
低
圧
管
ヲ
採
用
セン
ト
ス
接
合
ニ
ハ溶
鉛
ヲ
流
シ
込
ミ
硬

緊
ス
埋
設
ハ
被
土二
尺
六
寸
ト
ス

七
配
水
管
二
案
本
水
道
ハ
水
圧
至
ッテ
微
弱
ナ
ル
ラ
以
テ
其
接
合
ニ
充
分
ナ
ル
注
意
ヲ

払
フ
ニ
於
テ
ハ
土
管
ヲ
以
テ
之
ニ代
用
セ
シ
ム
ル
ヲ
得ベ
シ
土
管
ハ
其
質
緻
密
ナ
ル
ラ
撰

ミ ミ
気
泡、
焼
疵、
鱸
裂
等
ナ
ク
水
圧
約
十
封
度
ニ
対
シ
漏
水
ノ
憂
ナ
キ
ヲ
要
ス
接
合
ニ
ハ

「
セ
メン
ト
モ
ル
タ
ル」
フ
使
用
ス
時
宜
ニ
ョ
リテ
ハ
「ア
ス
フ
ァ
ル
ト
」
液
ヲ
以
テ
屑

麻
等
ヲ
煮
込
ミ
之
レ
ヲ
以
テ
肌
打
シ
テ
充
分
ナ
ルベ
ツ
布
設
シ
タ
ル
基
礎
ハ
後
日
沈
下
セ

ル
様
施
設
ス
ル
ヲ
要
ス

八
共
用
栓
建
設
公
用
栓
ハ半
耐
寒
的
ノ
モノ
ト
シ
木
製
函
中
ニ
栓
ノ
主
要
部
ヲ
有
シ
外

部
ニ
ハ水
ノ
全
ク
滞
溜
ス
ル
コ
ト
ナ
キノ
装
置
ナ
ル
ヲ
以
テ
内
部
ノ
凍
結
セ
サ
ル
限
リ
之

レ
ガ
危
ヲ
免
ルベ
シ
内
部
ニ
ハ
「ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
」
ヲ
以
テ
鉛
管
ヲ
包
ミ
鋸
屑

又
ハ
米
糖
等
ヲ
充
填
シ
外
気
ノ
影
響
ヲ
緩
和
セ
シ
ム
ル
装
置
ト
ス

水
道
組
合
は
起
債
に
よ
っ
て
水
源
地
に
一五
〇
石
の
コン
ク
リ
ー
ト
貯
水
地

を
設
け、
三吋

(約
七・
六二
セ
ンチ
メ
ー
ト
ル)
の
鋳
鉄
管
を
新
調
布
設
し
一、

二
、
三丁
目
に
各
二
ヵ
所
ず
つの
給
水
栓
及
び
五
ヵ
所
の
消
火
栓
を
併
置
す
る

こ
と
に
し
た
。根
室
線
本
線
壱
哩
付
近
用
地
使
用
変
更
願

空
知
郡
滝
川
町
本
通二
丁
目
四
十
三
番
地

出
願
人
代
表
者
十
時
源
太
郎

1
新
使
用
地

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

集水壁及び貯水槽略図
,0.75

4
盛土 1.5

煉
瓦
積 地盤

8
-

1.2

6.0 .4集溜水
▼-1.5

注意 1煉瓦積のモルタルは充分行渡らしむる事
2粘土は良質のものを堅練充分蛸突し固むる事

円形煉瓦造り
13.0

溢流口満水面
5.0 ← 地盤

集
水
壁
内
よ
り
来
る
土
管
の
径
四
寸

3. 4.7.5
4.0

-6
.0
0- 00

制
水
卉

3.
5

鉄管3
低水面

15.0¥5.0

:コンクリート厚六寸・

1.0

集水壁に取付けたる土管の高と本槽の水面とは水平なる位置に作ること注意

私設水道組合貯水槽

但
シ
現
溝
橋
深二
尺
五
寸
ノ
地
面
下
二
尺
深

二
埋
没
ス
径
三
吋
鋳
鉄
管
埋
没
用
地
長
六
十

三
尺
使
用

一
使
用
目
的
滝
川
町
本
通
リ
一、
二、
三

町
及
坂
下
町
表
裏
通
り
在
住
町
民
百
五
十
戸

ノ
飲
料
水
道
鉄
管
埋
没
ノ
タ
メ
右
へ
従
来
旧

使
用
地
土
管
内
二二
吋
鉄
管
ヲ
通
シ
通
水
使

用
致
居
候
処
今
回
住
民
増
加
シ
タ
ル
タ
メ
飲

料
水
量
ヲ
増
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
旧
鉄
管
ハ二
十

年
来
使
用
シ
タ
ル
ヲ以
テ
使
用
全
不々
可
能

ト
為
リ
止
ム
ナ
ク
新
鉄
管
三
吋
径
ノ
モ
ノ
ヲ

埋
没
ス
ル
事
ト
相
成
り
諸
材
料
ヲ
新
調
致
候

二
付
テ
直
チ
ニ
埋
没
使
用
致
度
候
間
何
卒
特

別
ノ
御
詮
議
以
テ
無
償
使
用
方
御
許
可
相

成
度
別
紙
図
面
及
町
役
場
証
明
書
相
添
へ
代

表
此
段
奉
願
上
候
也

煉
瓦
積
/

粘土

流
出
土
管
径
四
寸

一一旧
使
用
地
滝
幌
間
零
哩
七
八
鎖
七
五
節
第
六
号
(陶
管)

"
零
哩
七五
鎖四〇

節
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生

大
正
十二
年
七
月二
十
七日

右
代
表
者
十
時
源
太
郎

北
海
道
札
幌
鉄
道
局
長
田
中
耕
三
殿

竣
功
届

根
室
線
零
哩
七
十
五
鎖
四
十
節
滝
幌
第
五
号
伏
樋下
鉄
管
埋
設
工
事

右
者
大
正
十二
年
九
月
十
日
工
事
竣
功
仕
候
為
此
段
及
御
届
候
也

大
正
十二
年
九月
十日

空
知
郡
滝
川
町
本
通
り
二
丁
目
四
十三
番
地

代
表
出
願
人
十
時
源
太
郎

札
幌
鉄
道
局
長
田
中
耕三
殿

こ
の
水
道
工
事
は
大
正
十
三
年
八
月
に
竣
功
し
た。
そ
れ
以
来、
負
債
償
還

方
法
と
し
て
給
水
者
か
ら
応
分
の
給
水
料
を
徴
収
し
て
毎
年
返
済
し
て
き
た
。

大
正
十
五
年
五
月
現
在
の
役
員
は
藤
田
才
市、
山
根
喜
平、
長
本
態
吉、
奥

山
与
作、
磯
部
昇、
十
勝
源
太
郎
の
六
名、

一ヵ
年
の
水
道
経
営
費
(集
金人

手
当
、
修繕費、

雑費)
は
金
一
五
〇
円
で
一
カ
月
一
戸
当
た
り
給
水
料
金
は
金
六

五
銭
で
あ
っ
た
。

水
質
試
験
成
績
書

依
頼人

空
知
郡
滝
川
町
本
通
弐
丁
目

十
時
源
太
郎
殿

本
品
ハ
無
色
透
明、
特
異
ノ
臭
味
ナ
ク
静
置
ス
ル
ニ著
シ
キ
状
変
ヲ
認
メ
ス
本
品
ニ
ツ
キ
化

1

硫

亜
硝
酸

ア
ン
モ
ニ
ヤ

右
ノ
成
績
ニ
セバ
飲
料
水
ニ
適
当
ト
認
ム

(数
字
一
リ
ッ
ト
ル
中
ノ
シ
リ
ン
ダ
ー
量
ヲ
以
テ
ス)

昭
和二
年
三
月
組
合
は
水
利
権
確
保
の
必
要
か
ら
、
滝
川
町
長
に
対
し
水
道

布
設
確
認
願
い
を
提
出
し
た
と
こ
ろ、
三月
三
十
日
付
町
長
渡
辺
祐
次
か
ら
照

会
が
あ
っ
た
。

一一
大
正
十
五
年
度
予
算

二
現
在
徴
収
シ
ッ
ツア
ル
給
水
料
金
及
其
ノ
金
額
ヲ
今
後
何
年
間
継
続
徴
収
ノ
見
込
ナ
リ

三
本
水
道
ハ
組
合
組
織
ノ
如
ク
認
ム
ル
モ
個
人
名
義
ヲ
以
テ
出
願
シ
水
利
権
ヲ
得
ン
ト
ス

・ル
理
由
如
何

四
他
日
本
町
ニ
於
テ
水
道
条
例
ニ
基
キ
水
道
ヲ
施
設
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ア
ラバ
之
ニ
対
ス

ル
意
見
如
何

こ
れ
に
対
し
組
合
は
次
の
よ
う
な
回
答
を
し
て
い
る
。

金
九
百
五
十
円
也

一
内
訳
金
八
百
二
十
八
円

金
三
十
円

金
三
十
二
円

金
六
十
円

二
金
七百
九
十二
円
也

但
現
金
高
ハ
徴
収
不
確
実
ニ
シテ
総
高
ノ
二
割
ハ
的
確
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
而
シ
テ
昭
和
五
年

迄
継
続
ト
シ
負
債
償
還
後
ハ
事
業
ノ
維
持
費
ニ
止
メ
能
フ
限
り
給
水
料
ノ
減
額
計
ル
見

三
願
書
ニ
添
付
シ
ア
ル
通
り
別
紙二
葉
参
照
ア
ラ
バ
代
表
的
ニ
シテ
個
人
出
願
ニ
非
ラ
ザ

込ル
事
明
ナ
ル
ベ
シ

四
一部
若
ク
ハ
全
町
ニ
於
テ
施
設
セラ
ル
ル
事
ア
ラ
バ
最
モ
適
当
ト
認
ム
当
組
合
ニ
於
テ

モ
賛
意
ヲ
表
ス
此
場
合
ハ
協
議
ノ
上
事
業
全
体
ラ
町
ニ
譲
渡
ス

以
上

猶
当
組
合
ニ
於
テ
出
願
ニ
依
ル
確
認
後
ハ
低
利
資
金
利
用
シ
事
業
ノ
拡
張
ヲ
謀
り
裏
町
通

リ
ニ
給
水
線
ヲ
延
長
シ
他
日
ノ
発
展
ヲ
期
シ
タ
キ
意
見

右
及
回
答
仕
候
也

842

大
正十
五
年六
月二
日

第
七
編
厚

空
知
郡
滝
川
町

薬
剤
師
照
本
市
蔵

検
出
セ
ズ

検
出
セズ

検
出
セ
ズ

五
・
五

三
・
〇

学
的
試
験
ヲ
施
ス
ニ其
成
績
左
如
シ

マン
ガ
ン

過
満
俺
酸
加
里
消
費
量

ク
ロ
ー
ル

11

給
水
料
金

負
債
償
還
金

修
繕
予
備
費

雑
費
及
臨
時

集
金
人
手
当

ヤ



昭
和
二
年
四
月
四
日

滝
川
町
長
渡
辺
祐
次
殿

十 磯 奧 長 藤

時 部 山 本 田

与 熊 才

源
太
郎

昇 作 吉 市

(出
願
人
中、
山
根
喜
平
ハ
他
管
ニ
転
出
ス)

昭
和
三
年
度
の
戸
数
は
一
二
七
戸
で
あ
った
が、
昭
和
六
年
三
月
現
在
に
は

七
七
戸
三
六
八
人
の
利
用
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
九
月
十
三
日、
組
合
長
十
時
源
太
郎
の
死
亡
に
よ
り
中
島
善
治

が
組
合
長
に
選
れ
た。
昭
和
十
七
年
一
月
現
在
組
合
員
は
五
一戸
に
減
少
し
た

が
利
用
者
の
増
減
が
は
げ
し
く、
昭
和二
十
七
年
に
は
八
三
戸、
昭
和
二
十
八

年
三
月
現
在
は
九三
戸
三
八
一
人
が
利
用
し
て
い
た
。

昭
和二
十
八
年
十
二
月、
滝
川
町
に
上
水
道
が
施
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

滝
川
私
設
水
道
組
合
の
必
要
も
な
く
な
っ
て、
施
設
の
一
切
を
町
に
譲
渡
し
て

こ
こ
に
六
〇
年
に
わ
た
る
本
水
道
組
合
は
終
止
符
を
う
つ
に
い
た
っ
た
。

第
二
節
滝
川
市
上
水
道

上
水
道の
必
要
性

滝
川
市
は
石
狩
川
を
本
流
と
し、
そ
の
支
流
の
右
岸

上
か
ら
雨
竜
川
・
尾
白
利
加
川
・
徳
富
川
と
左
岸
空
知
川
の
合
流
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
氾
濫
堆
積
に
よ
る
平
野
部
分
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

現
在
の
地
形
形
成
の
過
程
に
は
本
支
流
の
乱
流
移
動
が
繰
返
さ
れ
て
き
た
た
め

に、
水
質
に
は
鉄
分
や
有
機
物
に
よ
る
臭
気
性
が
多
く
含
ん
で
い
た
り
、
ま
た

空
知
川
沿
い
の
東
町
か
ら
中
島
町
に
か
け
て
は
地
層
の
関
係
か
ら
濃
い
塩
分
が

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

含
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
般
に
水
質
が
悪
く、

一部
を
除
い
て
は
ま
ったく

飲
料
水
と

し
て
不
適
当
で、

一般
家
庭
はも
ち
ろ
ん
公
衆
を
相
手
と
す
る
各
種
の
営
業
施

設
に
お
い
て
も
苦
労
し
て
い
た
。

井
戸
又
は
ポ
ン
プ
を
打
ち
込
み
地
下
水
を
汲
み
上
げ
使
用
す
る
水
質
が
悪
い

場
合
は
樽
に
炭
を
半
分
以
上
入
れ、
そ
の
上
に
木
綿
を
広
げ
砂
を
入
れ
た
「水

越
し
」
と
い
う
濾
過
装
置
を
使
い、
鉄
分
の
か
な
け、
臭
い
、
ゴ
ミ
類
を
除
去

す
る
方
法
で
飲
料
水
を
得
て
い
た
。

ま
た、
中
小
工
場
の
製
品
や
ボ
イラ
ー
施
設
な
ど
も
用
水
の
良
否
の
影
響
が

大
き
く
良
質
の
水
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
上
水
道
の
敷
設
を
待
っ
て
い
た
。

一方
、
家
屋
は
ほ
と
ん
ど
木
造
で
あ
っ
て、
季
節
風
の
時
期
に
風
上
に
火
災

が
発
生
し
た
場
合
に
は
被
害
が
大
き
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
、
防
火
用
水
堀
井

戸
の
設
備も
各
所
に
見
ら
れ
た
が、
必
要
量
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
な

い
状
態
に
あ
り
、
貯
水
量
も
季
節
に
よ
っ
て
著
し
く
減
少
す
る
の
で、
防
火
上

憂
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

創
設
事
業

滝
川
町
で
は
市
制
施
行
を
目
前
に
都
市
的
基
盤
整
備
を
進
め
る
う
え
で、
必

然
的
に
上
水
道
設
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
住
民
の
保
健
衛
生
に
対
処
し
て
い

よ
い
よ
昭
和二
十
五
年
八
月
に
至
っ
て
上
水
道
調
査
に
着
手
し、
湧
水
量、
水

質
試
験
等
の
基
礎
調
査
を
行
っ
た
。

上
水
道
計
画
に
当
た
っ
て、
水
源
地
を
ど
こ
に
求
め、
ど

の
よ
う
な
水
質
で
ど
れ
位
の
水
量
が
得
ら
れ、
こ
れ
を
供
給
す
る
施
設
を
ど
の

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
の
調
査
研
究
の
結
果、
水
源
地
を
空
知
大

橋
上
流
約
百
五
十
メー
ト
ルの
左
岸
堤
外
地
(砂川
町字
空
知太の

滝
川
公
園近く

)
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に
決
め、
空
知
川
の
伏
流
水
を
汲
み
上
げ
る
こと
にし
た。

こ
こ
に
内
径
八
メー
ト
ル、
深
さ
六
・
五
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
集
水
井
を
設
け、
ポ
ン
プ
ロ
径
二
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
五
〇
馬
力三

段
タ
ー
ビ
ン
の
ポ
ン
プ
三
台
(内
一
台
は
「デ
ィ
ゼ
ル
エン
ジン
直
結
と
し
て
停
電
時
の

予
備と
す
る)
に
よ
っ
て、

口
径
二
五
セ
ン
チ
メー
ト
ル、
長
さ
一
一
メー
ト
ル

の
延
長
約
一
キ
ロ
メー
ト
ルの
揚
水
管
で
高
さ
八
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
第
一
・

第
三
小
学
校
学
校
林
山
上
に
鉄
筋
コン
ク
リー
ト
造
り
の
配
水
地
(一九
メー
ト

ル八
○
×
一三
メー
ト
ル二
〇
×
四
メ
ー
ト
ル
五〇
のも
の
二
池)
ま
で
揚
水
す
る
。

配
水
池
か
ら
は
口
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
配
水
本
管
が
空
知
大
橋
を
渡

っ
て
市
街
中
心
部
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
は
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
基
本
管
を

国
道
十
二
号
沿
い
に
朝
日
町
ま
で
伸
ば
し、
一方
は
空
知
通
り
か
ら
駅
前
通
り

を
経
て
駅
前
に
至
り、
こ
れ
ら
か
ら
街
区
ご
と
に
一
五
セ
ン
チ
メー
ト
ル、

一

○
セン
チ
メ
ー
ト
ル、
七・
五
メ
ー
ト
ル
の
配
水
技
管
に
よ
っ
て
市
街
地
区
全

般
に
わ
た
る
配
水
計
画
を
た
て
た
。

ま
た
市
街
地
区
の
十
字
路
に
は
消
火
栓
を
設
け
、
自
然
放
水
の
高
さ
は
本
町

一
丁
目
で
三
〇
メー
ト
ル
余
(水
圧
毎
平
方
セ
ン
チ
メー
ト
ル
に
つ
き
三
キ
ロ
余
)
と
消

火
能
力
を
充
分
に
配
意
し
た
。

な
お
水
質
検
査の
結
果
は
鉄
分
含
有
量
が
規
格
以
下
で
あ
り、
か
つ清
浄
水

で
あ
る
から
沈
澱
池
や
濾
過
池
の
必
要
が
な
く、
た
だ
集
水
井
内
に
細
菌
の
侵

入
を
考
慮
し
て
常
時
滅
菌
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
昭
和二
十
五
年
十
一月
一日
滝
川
町
上
水
道
認
可
申
請

書
を
提
出
し、
翌
二
十
六
年二
月
一日
事
業
創
設
の
認
可
が
あ
っ
て
昭
和二
十

六
年
度
か
ら
五
カ
年
計
画
で
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

給
水
人
口
九、
五
〇
〇
人、
総
工
事
費
約
一
億二
千
八
百
万
円
と
し
、
事
業

費
の
ほと
ん
ど
は
起
債
に
よる
も
の
で、
起
債
の
承
認
如
何
が
工
事
に
影
響
す

る
と
こ
ろ
から
理
事
者
等
は
起
債
の
獲
得
や
負
担
軽
減
の
た
め
に
国
・
道
補
助

の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
努
力
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
八
月
十二
日
取
水
井
試
掘
工
事
に
着
手
し
た
が、
同
年
十
月

五
日
起
債
額
決
定
に
よ
り
た
だ
ち
に
本
格
的
な
上
水
道
取
水
場
工
事
に
入
り
同

.
十
月
二
十
日
起
工
式
を
行
っ
た
。

翌
二
十
七
年
に
滝
川
化
学
工
業
株
式
会
社
が
閉
鎖
し
、
同
社
宅
泉
町
地
区
の

上
水
道
敷
設
工
事
を
行
う
こと
に
な
り、
昭
和
二
十
八
年
度
に
給
水
人
口
計
画

を
一
万
四、
五〇
〇
人
に
伸
ば
し、
総
工
費
も
一
億
八、
四
〇
〇
万
円
に
計
画

を
変
更。
昭
和二
十
九
年
六
月二
日
に
認
可
を
受
け
た
が、
第
一
期
の
工
期
も

昭
和三
十
三
年
度
ま
で
に
延
長
さ
れ
工
事
が
行
わ
れ
た。

昭
和
二
十
七
年
十
月
一
日
市
街
配
水
本
管
延
長
工
事
に
着
手
し
、
鉄
道
給
水

と
そ
の
沿
線
配
管
を
進
め、
二十
八
年
四
月
に
通
水
を
開
始、
さ
ら
に
家
庭
配

管
工
事
を
進
め、
同
年
十
二
月
一
日
供
用
開
始
時
の
計
量
専
用
栓
は
一
般
家
庭

用
一三
〇
戸
、
営
業
用
三
一
戸
、
団
体
用
一
六
戸
、
私
設
共
用、
公
設
共
用
各

一
ヵ
所
、
特
別
計
量
栓
二
ヵ
所
の
計
一
九
一
戸
を
施
工
し
、
本
支
管
延
長
計
は

五、
二
四
三
・
六二
メー
ト
ルで
あ
っ
た
。

昭
和二
十
九
年
に
は
配
水
池
八
五
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
規
模
を
新
設、
揚
水
管

口
径
二
五
セン
チ
メ
ー
ト
ル
で
九
五
八
メー
ト
ル
の工
事
を
完
了
、
配
水
本
管

。

九
六
五
メー
ト
ル
そ
の
他
五、
〇
五
七
メ
ー
ト
ル
を
施工
し
て、
給
水
栓二
〇

九
カ
所
も
取
付
け
た。

昭
和
三
十
一
年
度
に
は
第二
集
水
井
(内
径
四・〇

六
メー
ト
ル、
深
六
・
五
メー

844



トル)
を
新
設、
吸
水
導
入
設
備
を
主
に
給
水
装
置
の
取
付
け
、
給
水区
域
が

次
第
に
拡
大
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
四
月
水
道
課
を
新
設
し
、
さ
ら
に
経
営
の

自
立
を
目
途
に
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
に
よ
る

事
業
形
態
に
改
め
た
。

上
水
道
の
完
成
は
昭
和
三
十
三
年
の
市
制
施
行
に
続
き
市
民
に
喜
び
を
与
え

昭
和三
十
四
年三
月
二
十
七
日
盛
大
な
竣
功
式
を
挙
行
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
末
現
在
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

給
水
人

口
普

及
率

給
水
世
帯
数

一人
一
日
当
給
水
量

一戸
一
月
平
均
給
水
量
九
・
三
立
方
メ
ー
ト
ル

一日
当
平
均
配
水
量

二、
三
三
九
戸

一
七
四
リ
ット
ル

二
九、
四
八
六
メ
ー
トル

同

水
源
地
公
舎
一
棟
二
戸
二
四
・
六
六
七
坪、
倉
庫
一
棟
二
〇
坪
一
、
六
八
二
千
円

集
水
井
築
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

四
、
九
〇
三

ポ
ン
プ
場
工
事
Ⅲ
段
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ

水
源
地
施
設
工
事
電
気
塩
素
滅
菌
設
備

配
水
池
築
造
工
事
一
式
二
池

揚
水
管
布
設
工事

配
水
管
布
設
工
事
七
五
～
♡
三
〇
〇

管
路
工
事

空
知
大
橋
配
管
工
事
三
〇
〇

二〇
〇
メ
ー
ト
ル

計 事
務
費

財
源
内
訳

起
債

一五
二
、
〇
〇
〇
千
円
国
庫
補
助
六、
〇
〇
〇
千
円

一六
八、
〇二
〇

一、
九
三
八

三、
〇
〇
〇

一
四
五

一
一六
、
五三
八

六、
四
五
〇

二
二
、
〇
七
〇

五、
六
三
四

五、
六六〇

一
、
一〇
〇
メ
ー
ト
ル

二
九、
四
八
六
メー
ト
ル

そ
の
他

一〇
、
〇
二
〇
千
円
計

一六
八、
〇二
〇
千
円

第
二
期
・
第
三
期
事
業

昭
和
三
十
三
年
度
を
も
っ
て
上
水
道
新
設
工
事
を

完
了
し
た
が
、
翌
三
十
四
年
度
は
第
二
期
事
業
と
し
て
給
水
利
用
を
は
か
り
給

水
装
置
工
事
を
主
体
と
し
て
実
施
し
た
。

こ
の
た
め
昭
和
三
十
四
年
六
月
二
十
七
日
水
源
(集
水
井)
を
砂
川
市
空
知
川

空
知
大
橋
上
流
一、
〇
〇
〇
メー
ト
ル
地
点
に
増
設
す
る
こ
と
の
道
知
事
認
可

を
受
け
た
。
な
お
年
度
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
一万三

、
四
五
〇
人
に
達

し、
計
画
給
水
人
口
一
万
四、
五
〇
〇
人
に
対
し
九
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
普

及
率
を
示
し
た
。

昭
和三
十
五
年
度
は
給
水
に
万
全
を
期
す
る
た
め、
現
有
施
設
の
機
能
を
充

分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
き、
市
民
の
需
要
に
応
え
る
た
め
の
給
水
装

置
工
事
に
主
体
を
お
い
た
が、
第
三
期
事
業
と
し
て
給
水
区
域
の
拡
大
及
び
給

旧水源地

旧水源地ポンプ室

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

一二
、
七
六
三
人

八
八
パ
ー
セ
ン
ト

同 同

二、
六
四
〇
戸

二
〇
二
リ
ッ
ト
ル

同
一
〇〇
パ
ー
セン
ト

計
画

一四、
五〇
〇
人

二、
二一
九
立
方
メー
ト
ル
同
二、
九
三
〇
立
方
メー
ト
ル

三
五、
二二
五
メ
ー
ト
ル

配
水
管
総
延
長

事
業
費
内
訳
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第
七
編
厚

生

水
人
口の
変
更
を
は
か
り、
計
画
給
水
人
口
を
一万
六
、
〇
〇
〇
人
と
す
る
こ

と
の
申
請
に
よ
り
、
昭
和三
十
五
年
十
一
月
五
日
三
五
環
第
九、
〇
三
七
号
を

も
っ
て
道
知
事
の
認
可
を
得
た。
こ
れ
に
基
づ
き
漸
次
給
水
利
用
の
普
及
に
つ

と
め
る
こ
と
に
し
た
。

第
四
期
拡
張
事
業

市
制
施
行
以
来、
滝
川
市
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
く、

第
三
期
事
業
の
昭
和
三
十
五
年
十
月
一
日
の
市
人
口
は
三
万
五、
〇
九
二
人
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
末
日
の
住
民
登
録
人
口
は
四
万
二
、

六
五
五
人
で
満
四
カ
年
に
七、
五
六
三
人
、
年
平
均
一
千
八
百
九
十
人
余
の
増

加
を
示
し
た
。

特
に
市
街
地区
の
拡
大
に
伴
い
計
画
給
水
区
域
内
は
世
帯
数
九、
八
三
六
、

人
口
は
四
万
一
、
三
一二
人
と
な
り、
う
ち
給
水
世
帯
数
五
、
〇
一八
世
帯、

給
水
人
口
も
二
万二
、
五
六二
人
と
計
画
給
水
人
口
一
万
六
、
〇
〇
〇
人
を
は

る
か
に
超
え
る
状
況
で
計
画
一日
最
大
給
水
量
四、
〇
二
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
施

設
で
は
と
う
て
い
処
理
で
き
な
く
な
っ
た
。

当
然
無
理
な
給
水
が
続
き
取
水
装
置
の
目
づ
ま
り
や
夏
期
の
水
圧
低
下
で
は

時
間
給
水
を
実
施
す
る
ま
で
に
な
り、
上
水
道
の
抜
本
策
を
は
か
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
昭
和
四
十
年
を
初
年
度
と
し
五
ヵ
年
の
拡
張
事
業
計
画
が
た
て

ら
れ、
水
利
権
に
つ
い
て
は
金
山
ダ
ム
に
依
存
す
る
こ
と
で
許
可
を
受
け、
昭

和
三
十
九
年
十
二
月
七
日
厚
生
大
臣
認
可
を
得
て
諸
準
備
に
入
っ
た
。

水計
画
給
水
人
口

種
拡
張
事
業
の
規
模

別
第
四
期
拡
張
前

一六、
〇
〇
〇
人

四
五
、
〇
〇
〇
人

富平浄水場

二
八〇
リ
ッ
ト
ル

計
画
一人
一
日
最
大
給
水
量
二
五
一
リ
ッ
ト
ル

計
画
一
日
最大
給
水
量

四、
〇
二
〇
立
方
メー
ト
ル
一二
、
六〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル

水
源
は
石
狩
川
の
合
流
点
か
ら
四
・
五
キ
ロ
メー
ト
ル
の
地
点
に
取
水
口
を

設
け、
表
流
水
を
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で、
従
来
の
伏
流
水
と
違
っ
て

高
濁
水
処
理
の
た
め
高
速
強
制
接
触
沈
澱
装
置
が
必
要
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
に
よ
り
東
滝
川
と
北
滝
の
川
の
一
部
地
域
及
び
西
滝
川

の
地
域
を
除
き、
市
全
域
に
給
水
可
能
と
な
り
最
高
給
水
人
口
も
六
万
人
規
模

と
考
え
た
。

総
事
業
費
は
五
億
円
以
内
と
し
、
ほ
と
ん
ど
起
債
に
求
め
た
こ
と
は
創
設
工

事
期
と
同
様
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
度
事
業
は
取
水
装
置
(二
メー
トル×六

メー
ト
ル)
に
口
径
六
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル、
長
さ
一
一
・五
メ
ー
ト
ル
の
取
水
管
取
付
工
事
で
、
同
年

第
四
期
拡
張
完
成
時

空
知川
表
流
水
・
伏
流
水

源
空
知
川
伏
流
水
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十
月
五
日
水
道
施
設
拡
張
工
事
起
工
式
が
行
わ
れ
た。

翌
四
十
一
年
六
月
十
四
日
に
は
浄
水
場
工
事
着
工
式
が
行
わ
れ、
一
億
一、

六
七〇
万
円
の工
事
に
着
手
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
九
三
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
本
館
に
鉄
骨
平
家
造
り
の
急
速
濾
過
場
上
屋
五
三二

平
方
メ
ー
ト

ル
が
同
年
十
二
月
二
十
八
日
完
成
に
よ
り
試
験
通
水
が
開
始
さ
れ
た
。

浄
水
場
施
設
は
取
水
管
から
取
水ポ
ン
プ
三
台
に
よ
り
一
日
一
万
六
四
〇
立

方
メ
ー
ト
ルの
表
流
水
が
高
速
強
制
接
触
沈
澱
池
を
経
て
急
速
濾
過
池
に
入

り、
硫
酸
ア
ルミ
ニ
ウ
ム、
ソー
ダー
灰、
ア
ル
ギ
ン
酸
ソ
ー
ダ
に
よ
る
薬
品

注
入
に
よ
り
不
純
物
汚
濁
を
除
去
し、
塩
素
滅
菌
の
後
に
配
水
池
に
浄
水
を
送

り
こ
む
と
こ
ろ
で、
第
四
期
事
業
の
主
工
事
で
あ
る
が、
諸
物
価
の
高
騰
の
折

から
借
入
金
の
累
増
と
な
っ
た。
本
施
設
は
富
平
浄
水
場と
命
名
さ
れ
た
。

し
か
し
浄
水
場
の
完
成
に
伴
っ
て
給
水
能
力
が
拡
張
さ
れ、
給
水
区
域
の
増

加
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
に
は
黄
金
町
増
圧
ポ
ン
プ
室
を

設
け
、
余
力
を
隣
町
の
江
部
乙
町
に
給
水
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て、
同
年
七
月

二
十
四
日
江
部
乙
市
街
地
区
及
び
市
街
ま
で
の
国
道
十
二
号
線
沿
い
両
側
各
二

二
五
メー
ト
ル
以
内
の
区
域
約
五
百
戸
を
対
象
と
す
る
工
事
が
行
わ
れ
た
。

給
水人
口
三
、
五〇
〇
人
、
一日
最
大
給
水
量
五
二
五
立
方
メー
ト
ル
と
し

た
。江
部
乙
町
で
は
給
水
管
延
長
一万
一、
四
一六
メー
ト
ル
を
工
費
一、
八三

〇
万
円
で
施
工
し
て
同
年
十
一
月
末
に
完
成
し
、
同
年
十二
月
十
日
か
ら
順
次

給
水
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
滝
川
市
内
で
は
東
滝
川
へ
の
配
水
工
事
も
進
め
ら
れ、
東
三
丁
目
を

通
し
同
年
十
一
月二
十
四
日
東
栄
小
中
学
校
の
給
水
を
始
め
と
し
て
普
及
使
用

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

さ
れ
た
。

な
お、
昭
和
四
十二
年
度
から
は
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
四
十三
年
度
以
降も
事
業
計
画
にし
た
が
っ
て
次
と々
整
備
を
行
い、

第
四
期
事
業
は
昭
和
四
十
六
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
て
完
了
し
た。
こ
の
事
業
の

概
要
及
び
事
業
費
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
四
期
拡
張
事
業
概
要
及
び
事
業
費

の
概

要

一〇
、
四
九
九

事
業
費

計
昭
和
四
六
年
度

昭
和
四五
年
度

昭
和
四
四
年
度

昭
和
四
三
年
度

昭
和
四
二
年
度

昭
和
四
一
年
度

昭
和
四
〇
年
度

度

取
水
口
築
造、
取
水
ポ
ン
プ
井
戸
築
造
、
取
水
管
布
設、

用
地
補
償

取
水
ポ
ン
プ二
台
取
付
、
取
水
施
設
電
気
計
装
設
備
、

導
水
管
布
設、
強
制
沈
澱
池、
急
速
濾
過
池二
池
、
薬

注
溶
解
流
酸
バ
ン
ド
注
入
設
備
一
槽、
塩
素
滅
菌
設
備

二
台、
浄
水
場
本
館

浄
水
場
計
装
操
作
設
備、
送
水
管
布
設
、
配
水
池
築
造、

増
圧ポ
ンプ
場設
備、
配
水
管
布設

導
水
施
設
計
装
設
備、
浄
水
場
自
家
発
電
設
備、
送
水

ポ
ン
プ
二
台、
配
水
管
布
設

強
制
沈
澱
装
置、
駆
動
装
置、
排
泥
装
置、
強
制
沈
澱

計
装
工
事
、
急
速
濾
過
装
置
二
池
、
急
速
濾
過
池
計
装

工
事、
浄
水
場
内
配
管
工
事
、
配
水
管
布
設、
量
水
器

取
付
一
台
、
減
圧
弁
取
付
一
基

取
水
ポ
ン
プ
一
台
、
送
水
ポ
ン
プ
一台
、
配
水
管
布
設、

浄
水
場
内
整
備
工
事

配
水
管
布
設

四
九
四、
八
二
六

一八
、
四
七
二

四〇
、
〇
一
三

七
二
、
五
一
四

四
〇
、
〇
三
二

一三
二
、
一
七
九

一八
一、
一一
七

千
円

年

事

業

財
源
内
訳
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生

第
七
編
厚

起
債
四二
〇
、
〇
〇
〇
千
円、
一
般
会
計
繰
入
金
六、
九
二
二
千
円

工
事
負
担
金そ
の
他
六
七、
九
〇
四
千
円、
計
四
九
四、
八
二
六
千
円

第
四
期
事
業
完
了
の
翌
四
十
七
年
度
か
ら
は
三
ヵ
年
計
画
で
、
既
設
配
水
管

の
腐
蝕
地
区
の
改
良
工
事
を
総
事
業
費
八
、
〇
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
進
め
た
。

昭
和
四
十
九
年三
月
三
十
日
厚
生
大
臣
認
可
を
得
て
江
部
乙
町
地
区
の
給
水

区
域
拡
張
を
は
か
り、
昭
和
四
十
九
年
度、
五
十
年
度
と
実
施
し
て
施
設
の
利

用
拡
大
に
努
め
た。
昭
和
五
十
一
年
六
月
十
九
日
東
滝
川
七
区
(畜
産
試
験
場
附

近
高台)

三〇
戸
から
地下
水
質
・
量
の
低
下
に
伴
う
上
水
道
布
設
の
要
望
が

出
さ
れ、
同
年
内
・
配
水
工
事
を
完
了
し
た
。

昭
和
五
十
四
年三
月
末
現
在
の
給
水
人
口
に
は
四三
、四
八
一人
、一三
、
八

六
七
世
帯
で、
計
画
給
水
人
口
に
対
し
九
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
が、

全
市
的
に
は
上
水
道
未
利
用
世
帯
が
二
、
三〇
〇
を
数
え、
地
下
水
を
利
用
し

て
い
る
が
従
来
か
ら
水
質
的
に
良
好
と
い
う
所
が
少
な
く、
最
近
に
至
っ
て
石

狩
川
の
水
位
低下
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
地下
水
位
の
低
下
も
み
ら
れ、
水

道
の
布
設
希
望
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
四
年
八
月、
江
部
乙
町
十
六
丁
目
以
北
地
域
の
地
下
水
位
低
下
に

あ
た
っ
て、
地
域
に
簡
易
水
道
新
設
の
た
め
の
調
査
を
開
始し、

旧
東
陽
小
学

校
跡
地
十
八
丁
目
地
点
の
ボー
リ
ン
グ
によ
り
水
源
を
確
認
し
て
地
域
給
水
の

準
備
に入

っ
た
。

ま
た
、
同
年
十
月
西
滝
川
地
区
三
三
戸
に
よ
り
池
の
前
地
域
環
境
整
備
促
進

期
成
会
(木
山
春男
会長)

が
組
織
さ
れ、
上
水
道
布
設
の
陳
情
が
な
さ
れ
、
市

内
で
取
残
さ
れ
て
い
た
同
地
区
に
対
す
る
配
水
管
工
事
に
着
手
し
た
。

本
管
は
西
五
丁
目
か
ら
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
延
長
さ
せ
て
給
水
装
置
工
事

も
完
了
し
同
年
十二
月
二
十
日
完
成
祝
賀
会
を
催
す
に
至
っ
た
。

こ
のよ
う
に
上
水
道
使
用
普
及
の
増
大が
あ
り、
さ
ら
に下
水
道
設
備
を
進

め
て
い
る
現
況
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
昭
和
五
十
一
年
夏
以
来
水
不
足
を
き
た

し、
上
水
道
事
業
拡
張
計
画
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
水
源
を
滝
里
ダ
ム
の
建

設
に
期
待
し
て
暫
定
水
利
権
を
要
望
し
て
い
る
。

な
お、
水
道
料
に
つ
いて
一
般
家
事
用
料
金
の
経
過
は、
当
初
一〇
立
方
メ

ー
ト
ル
ま
で
二
五
〇
円、
昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
三
〇
〇
円
と
な
り
、
四
十

三
年
四
月
から
は
八
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
三
五
〇
円
の
基
本
料
金
で
あ
っ
た
。

次
に
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
六
日
の
市
議
会
に
四
二
〇
円
の
提
案
を
し
て

水
道
特
別
委
員
会
に
付
記
さ
れ、
同
委
員
会
で
は
同
年
十
二
月
九
日
第
一
回
委

員
会
を
開
き
公
聴
会
を
計
画
し
た
。

翌
四
十
五
年
一
月
二
十
八
日
市
役
所
に
お
い
て
公
述
人
の
賛
成
・
反
対
の
各

五
名
が
選
出
さ
れ
て
意
見
が
述べ
ら
れ
た
が、
同
委
員
会
は
前
後
八
回
に
わ
た

っ
て
審
議
し
、
結
局
同
年二
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
原
案
可
決
と
な
っ
て、

昭
和
四
十
五
年
三
月
か
ら
新
料
金
八
立
方
メー
ト
ル
基
本
四二
〇
円、

一立
方

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ご
と
に
五
五
円
と
な
っ
た
。
こ
の
七
〇
円
の
増
額
に
よ
り

年
間二
、
〇〇
〇
万
円
の
増
収と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
年
十
月
十
八
日
滝
川
市
で
は
市
営
企
業
等
調
査
審
議
会
を
設
置
し

て、
市
長
から
水
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
た
が、
そ
の
答
申
に

は
国
に
諸
制
度
の
改
正
を
働
き
か
け
る
こ
と
の
ほ
か
に、
水
道
料
金
の
増
額
も

ま
た
や
む
を
得
な
い
と
の
結
論
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
年
十二
月
の
定
例
市
議
会
に
水
道
料
金
の
改
正
案
が
提
出
さ

れ、
翌
五
十
一
年
三
月
議
会
に
修
正
可
決
さ
れ
て、
翌
四
月
か
ら
は
七
〇
〇
円
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第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

五
三
五
二
五
〇
四
八
四
六
四
四
四二 四〇 三八
三
六

三
四

三
二
三
〇

年
度

世
帯
数

計
画
給
水
区
域
内

上
水
道
給
水
戸
数
・
人
口
及
び
普
及
率

" " " 11

二〇
八立
方
トい
ま
で

基
本
水
量

基
本
料
金
(一
ヵ
月
に
つ
き
)

二、
〇
〇
C

六、
四
〇
〇

九
六
、
六〇
〇

一
、
八
五
〇

七
〇
〇
円
金

超
過
水
量
一
立
方

過
料

二〇
〇
九〇
一
一五

一
一五
一
〇
五
円

金

五三 五二 五 五 四 四
一 〇 八 六

四 年
度

二、八六三・九
三、六四六・四
三、五〇五・九
二、四九一・二
三、三二〇・一
一、九〇四・八

総
数

一、五七三・六
一、四四〇・六
一、三八三・〇
一、三八三・〇
一、一九八・三
九八三・九

家
事
用

八三〇・九
七四八・六
七一六・七
七三九・七
六六二・二
六二九・五

業
務
用

第
一
種

業
務
用

第
二
種

四四一・九
四四三・二
三元一・一
三五五・九

三
・六
六・三
九・五

浴
場
用

九・六

(単
位
千
立
方
メ
ー
ト
ル)

1
専用
給水
装置
水
道
料金

の
基
本
料
金
に
一
立
方
メー
ト
ル
超
過
一
〇
五
円
と
の
大
幅
改
正
と
な
っ
た
。

現
在
の
各
種
水
道
料
金
につ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

臨 浴

家

時
用

場
第
二
種
業
務
用 用

第
一
種
業務
用

事

用
途

一四、三五一
一三、六七

(三
、八五七)
三、四
八

三三、一六〇
九、八三六
七、三
〇

六、七七七
六、000
五、九二一
五、一七七

人
口

世
帯
数

実
給
水
世
帯

四三、四八一
四一、一五一
三七、八四三
豈
、六
一

四二、七三一

八四・一
七九・三
九二・七
八六・三
六八・四
五
・〇
六三・三
五二・三
四八・〇 ・
元
・〇
芸
・0%

人
口
比

普
及
率

配
水
管
延
長一七六・八二
一六三・五六
一四・八
一〇元・二八
100・ 〇五
八八・〇九
七二・一五 七四
・四

三三七・一七

三
・六
三・八
二五・一九
九・九九 (km)

家
事

用
七

2
共
用
給
水
装
置
水
道
料
金

用 別

計
画
人
口

(四五、000)
四三、八二〇
四三、〇二九
四
、三三
三
、五一〇

六、七六二
五、五三
四、五一七

二九、八四一
二四、〇〇八
二〇、五八三
一五、九七七
二三、九七六

10、三〇
八、四00

人
口

六
一〇

" 11 11 11"1

メ
ー
ト
ル
に
つ
き

超

一〇
五

ち
毎
月
一、
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
用
い
る
も
の
。

<
参
考、
市
水
道
部
資
料
「滝
川
市
の
統
計
」
>

注
第
一
種
業
務
用
と
は
官
公
署
、
公
共
施
設、
営
業
体、
工
場
等、
第
二
種
は
上
記
の
う

三
五、五六六
二九〇、八一九
二六四、〇二九
一四九、六三 1

1

上
水
道
用
途
別
給
水
状
況

第
三
節

下
水
道
整
備

下
水
溝

日
常
生
活
を
営
む
う
え
に
「水」

は
欠
か
せ
な
いも
の
で

あ
り、
文
化
生
活
を
進
め
る
ほ
ど
多
角
的
に
水
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て、
排
水

量
が
し
だ
い
に
多
く
な
り
汚
水
と
な
っ
て
河
川
に
流
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
た。

開
拓
当
初
は
素
掘
り
の
排
水
溝
の
周
り
か
ら
道
路
側
溝
に
通
じ
、
敷
地
内
や

道
路
の
乾
燥
を
目
的
と
し
た
排
水
溝
で
あ
っ
た
。

台
所
か
ら
の
流
し
汁
は
戸
外
の
溜
桝
に
流
し
て
水
は
地
下
浸
透
さ
れ、
下
水

溝
に
流
す
こ
と
は
ほ
と
んど
な
か
っ
た
。
家
が
密
集
し
て
く
る
と
下
水
の
汚
れ

が
増
し、
下
水
量
も
多
く
ドブ
が
で
き
た
り
し
て
蚊
の
発
生
や
ハ
エも
多
く
な

っ
て、
時
と
し
て
伝
染
病
が
発
生
す
る
た
め
衛
生
の
面
から
下
水
掃
除
を
督
励

す
る
よ
う
に
な
った
。

八・〇
二・九
三・七

〇・二

臨
事
用

(千
円
)

水
道
料
金

1.

1○
○

1
、
〇
〇
〇

一三、八六七
一三、一九
三、二八三
二、一九二
九、八三元
八、九九五

三、四六九
三、五五〇

三〇、100 〇〇
六、

六二二、000

二三、三〇〇
一、八八七
一、五00 料

三七、八三

九六・六
九一・四

二八一・七
三四三・四

二
・四
二
・一
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第
七
編
厚

生

下
水掃
除
並橋梁

架設
ニ付
急
回文

先
般
御
集
会
之
上
決
議
相
成
候
市
街
両
下
水
掃
除
並
橋
梁
架
設
等
一
件
付
緊
急
御
協
議
申

度
候
間
本
日
午
後
七
時
当
戸
長
役
場
へ御
集
会
被下
度
此
段
及
通
知
候
也

追
伸
下
水
掃
除
等
ノ
義
ニ
付
其
筋
ヨ
リ
御
督
促
モ
ア
リ
且
来
ル
十
九
日
ニ
ハ当
警
察
分

署
ニ
於
テ
実
地
御
検
分
二相
成
趣
将
亦
先
会
御
約
束
申
候
通
橋
梁
架
設
ヶ
所
等
各
自
御
取

調
ノ
上
御
申
出
相
成
度
此
段
副
而
申
上
候
也

明
治二
十
九
年
五
月
十
五
日

第
一
部
組
合
頭
村
上
亀
五
郎
殿

第
三部

11

第
四
部

"

第六
部

ぐ
小
野
与
太
郎
殿

上
田
文
助
殿

第
八
部
〃

第
十
部
"

欠
員
中

高
橋
藤
吉
殿

<
高
畑
利
宜
遺
記
録>

素
掘
り
の
排
水
溝
は
埋
ま
り
や
す
い

た
め、
明
治
の
末
期
に
は
板
で
土
止
め

を
す
る
よ
う
にな
り
、
さ
ら
に
市
街
地

の
商
店
街
に
は
道
路
側
溝
を
厚
板
で
ふ

さ
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。

板
の
排
水
溝
から
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

下
水
溝
に
変
わ
っ
た
の
は
昭
和
十
年
ご

ろ
の
事
で、
U
字
溝
の
片
側
を
長
く
し

た
方
が
歩
道
側
の
縁
石
と
な
る
よ
う
に

商
店
街
に
整
備
さ
れ、
幅
三
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
一〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
コン
ク
リ
ー
ト
蓋
が
並
ん
だ
光
景

は
都
市
化
さ
れ
た
感
情
を
市
民
に
持
た
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
十
五
年ご
ろ
の
コ
ン
クリ
ー
ト
側
溝
地
域
は
停
車
場
通
り、
本
通
り、

広
小
路、
北
五
丁
目
通
り
(駅前裏

通
り)、

町
立
社
会
病
院
の
前
通
り
な
ど
中
心

市
街
地
区
で、
そ
の
他
の
地
域
は
素
掘
り
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

滝
川
町
が
市
制
施
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
三
年
の
四
月
一
日
現
在
現
況
調
で
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

下
水
溝
現
況
調
(旧
滝
川
町
)地 下 道 下 水

6,160 6,160 コン クリー ト下水

220 220 木 樋 下 水
117,420 72,000 45,420 そ の 他

地 下 道 下 水

4,580 国道 3,150
道々 1,430

コン ク リー ト下水

木 樋 下 水
1,500 1,500 そ の 他

地 下 道 下 水
合

10,740 10,740 コン クリー ト下水

220 220 木 樋 下 水
計118,920

そ 区

下計 の

中
心

市

水

・

道分
分

分

道
路
区
分

他 街

道
路
側
溝
の
整
備
に
つ
い
て
は
こ
の
後
に
お
い
て
も
道
路
舗
装
整
備
に
よ
り

次
と々
延
長
さ
れ、
続
い
て
下
水
道
事
業
も
併
行
さ
れ
地下
道
下
水
整
備
に
よ

り
一
層
市
街
環
境
の
向
上
が
は
から
れ
る
こと
に
な
っ
た
。

都
市
計
画
下
水
道
事
業

開
拓
当
時
は
現
在
市
街
化
さ
れ
て
い
る
一
帯
が
湿

850

(単
位
メ
ー
ト
ル)

45,420 そ の

の 他

第
十
一
部
〃

大正2年の本通り5丁目から4丁目の景
現在の国道12号右側拓銀と左側中川金物店から一の坂方面
の景で、排水溝に板がかけてある。

古
川
佐
吉
殿

犬
館
信
量
殿

廻
宗
一
郎
殿

辻
小
又
郎
殿

五
月
九
日
辞
職

今
百
太
郎
殿

五
月
十
二
日
辞
職
ス 第
十
二
部
〃

高
畑
総
代
人

第
二
部
組
合
頭
小
原
権
吉
殿

中
谷
駒
市
殿

!
第
七
部

第
九
部

ぐ

第
五部

11

町
道
区
分

国
道
々
区
分



地
帯
で
あ
っ
て、
特
に
東
町、
緑
町、
大
町
地区
に
は
沼
地
が
広
が
って
い
た。

滝
川
の
発
展
に
従
っ
て
道
路、
排
水
溝
が
整
備
さ
れ、
埋
め
立
て
ら
れ
て
宅
地

と
な
る
な
ど
で
市
街
地
区
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
も
ので
あ
る
。

こ
の
市
街
地
の
排
水
は
望
月
川
、
金
色
川
及
び
銀
川
に
よ
っ
て
行
わ
れ、
す

べて
石
狩
川
に
注
い
で
い
る
が、
こ
れ
ら
の
水
路
は
素
掘
り
か
石
積
み
で
都
市

の
美
観
上
も
よ
く
な
く、
ま
た
集
中
豪
雨
で
はし
ば
し
ば
洪
水
を
起
こ
し
た。

昭
和
三
十
五
年
に
市
で
は下
水
道
基
本
計
画
を
策
定
し
た
が、
た
ま
た
ま
翌

三
十
六
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
豪
雨
に
よ
り
水
害
が
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り、
排
水
の
整
備
を
急
ぎ
道
路
側
溝、
下
水
溝
を
都
市
計
画
事
業
で
行

う
ほ
か
失
業
対
策
事
業
に
も
組
込
み、
さ
ら
に
排
水
幹
線
と
し
て
望
月
川
の
改

修
と
い
う
大
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
昭
和三
十
六
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
一、
二
二
四
メ
ー

ト
ル
の
改
修
工
事
と
し
、
初
年
度
は
花
月
町
地
区
明
苑
中
学
校
前
で
下
流三
〇

六
メ
ー
ト
ル
の
川
床
八
五
セン
チ
メー
ト
ル
を
掘
下
げ
V
形
ブ
ロ
ッ
ク
護
岸
工

事
を
行
う
こ
と
にし
て
、
同
年
八
月
十
八
日
に
着
手、
同
年
十
一
月
三
十
日
工

事
費
六
〇
六
万
円
、
中
山
組
に
よ
っ
て
完
了
し
た
。

第
二
年
次
の
事
業
は
都
市
計
画
下
水
道
(都市下

水道)
を
計
画
し
、
昭
和
三

十
七
年
六
月
六
日
建
設
省
告
示
第
一、
二
八
三
号
に
決
定
を
み
て、
面
積
二
五

〇
・
三ヘ
ク
ター
ルの
排
水
整
備
に
は
管
渠
方
式
に
よ
る
本
格
式
な
下
水
道
幹

線
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
望
月
川
の
改
修工
事
に
は
一
・八
メ
ー
ト
ル
ロ

径
の
ヒ
ュー
ム
管
埋
設
を
し
て、
将
来
の
公
共
下
水
道
幹
線
と
も
な
る
も
の
と

し
た
。

昭
和三
十
七
年
度
の
事
業
は
第三
小
学
校
前
一
三
二
メー
ト
ル
に
つ
い
て
同

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

年
八
月
五
日
に
着
工、
六〇
五
万
円
で
中
山
組が
継
続
し
て
工
事
を
行
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
は
林
務
署
横
から
上
流三
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
一、
五
〇
〇
万

円
で
実
施、
三
十
九
年
は
そ
の
上
流
地
区二
三
七
メ
ー
ト
ル
を
一、
二
五
〇
万

円
で
行
っ
た
。

昭
和三
十
九
年
六
月二
十
五
日
建
設
省
告
示
第
一、
六〇
五
号
に
よ
り
下
水

道
事
業
の
一
部
変
更
に
よ
り
東
部
排
水区
を
中
央
排
水
区
に
含
め
た
。
市
の
排

水
区
面
積
は
四
六
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
次
の
区
分
と
し
た
。

空
加
川
堤
防
内
市
街
地
区、
根
室
本
線
以
南
区
域
で
望
月
川
の
流
域

中
央
排
水区

北
部
排
水区

東三
丁
目、
根
室本
線
間と
函
館本
線
以東

西
部
排
水
区
石
狩
川
と
函
館
本
線
に
挟
ま
れ
る
区
域

昭
和
四
十
年
以
降
も
三
十
九
年
と
同
程
度
の
事
業
を
実
施
し
て、
昭
和
四
十

二
年
度
ま
で
に
七
年
間
の
計
画
区
間
一、
三
一〇
メ
ー
ト
ル
を
工
事
費
総
額

七、
四
一
五
万
円
を
も
っ
て
望
月
川
の
都
市
下
水
道
一
号
幹
線
改
修
工
事
を
完

了
さ
せ
た
。

公
共
下
水
道
事
業
第
一
期工
事

公
共
下
水
道
は
公
道
の
下
に
網
の
よ
う
に

下
水
管
を
埋
設
し
、
雨
水、
家
庭
汚
水、
工
場
排
水
を
下
水
管
を
も
っ
て
排
除

す
る
た
め
に
設
置
す
る
施
設
で
あ
り
、
し
尿
を
含
む
下
水
を
科
学
的
に
処
理
す

る
終
末
処
理
場
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十三
年
四
月
二
十
三
日
四
三
建
設
省
北
都
第
一、
二
三
四
号
認
可
に

よ
り
、
公
共
下
水
道
第
一
期
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
事
業
施
行
区
域

は
中
央
排
水
区
の
う
ち
第
一
分
区
の
一
部
と
第三
分
区
全
域
の
面
積
一
二
二
・

二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
部
分
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
栄
町
の
全
部
と
花
月
町、
明
神

町
、
大
町、
本
町
の
一
部
に当
た
る
。

851



生

施
行
方
法
は
汚
水
と
雨
水
の
合
流
方
式
と
し
、
施
行
年
度
は
昭
和
四
十
三
年

度
か
ら
四
十
九
年
度
の
七
カ
年
で
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
は

望
月
川
を
第
一
号
幹
線
と
し
て
流
末
ま
で
整
備
す
る

栄
町
か
ら
本
町
の
函
館
本
線
寄
り
の
第三
号
幹
線
を
整
備
す
る

計
画
管
渠
施行
延
長
は太
さ二
五
セン
チメー

ト
ル
から二

・
七
メー
ト
ル管二

六・
〇
三
キ
ロ
メー

ト
ル

(4)計
画
排
水人
口
一二
、
〇〇
〇
人
対
象

総
事
業
費
五
億三
〇
〇
〇
万
円

5

と
し
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
は
下
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設
置
し
た
。

同
年
八
月
十
二
日
滝
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
省
令

が
公
布
さ
れ、
受
益
者
負
担
金
を
一
平
方
メー
ト
ル
一一
五
円
(坪
約三
百八
十

一円)
と
試
算
し
て
公
共
下
水
道
事
業
が
発
足
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
度
事
業
は
荷
揚
通
り
(現

栄
町
一丁
目
一二
番)と

北
三
丁
目
通

り
約三
百
八
メ
ー
ト
ル
に
一
、
三
五〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
管
の
施
工
を
行
い、
翌

四
十
四
年
度
は
続
い
て
本
管三
〇
〇
メ
ー
ト
ルと
栄
町、
明
神
町、
本
町、
花

月
町
に
枝
管二
五
か
ら
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
一、
四
五〇
メ
ー
ト
ル
埋
設

し
た
。
昭
和
四
十
四
年
五
月二
十
三
日
条
例
第二
〇
号
を
も
っ
て
滝
川
市
下
水
道
条

例
を
公
布
し
て
下
水
道
設
置
・
管
理
な
ど
の
設
定
を
し
た
。

し
か
し
下
水
道
使
用
開
始
ま
で
に
は
使
用
料
金
の
設
定
に
関
す
る
公
聴
会
が

市
役
所
で
開
か
れ
る
こと
に
な
り
同
年
二
月
十
七
日
に
公
述
人
を
一
般
公
募
と

学
識
経
験
者
よ
り
賛
成、
反
対
の
各
四
人
が
選
ば
れ
て
意
見
が
述べ
ら
れ
る
な

ど
大
事
業
に
対
す
る
慎
重
な
取
扱
い
を
み
せ、
昭
和
四
十
六
年
十
月
か
ら
栄

町
、
明
神
町、
花
月
町
の
一
部
の
下
水
道
布
設
地
域
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
上

水
道
使
用
基
準
に
従
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
六
年
十
二
月

一日
大
気
汚
染
防
止
法、
水
質
汚
濁
防
止
法
が
適
用
さ
れ
て、
下
水
道
事
業
に

拍
車
が
か
か
り、
四
十
六
年
度
末
ま
で
に
計
画
の
五
〇
・
六
パ
ー
セン
ト
に
当

た
る
六
一
・九
ヘ
ク
タ
ー
ル、
管
延
長
は
五
一
・
四
パ
ー
セン
ト
に
当
た
る
分

の
一三
・三
九
キ
ロ
メー
ト
ル
を
終
了
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
に
は
次
期
計
画
と
な
る
終
末
処
理
場
の
建
設
計
画
に
入
り

滝
川
市
の
人
口
規
模
に
対
応
す
る
四
万
人
処
理
能
力
を
立
案
し
た
が、
同
年
十

二
月
道
の
事
業
と
し
て
石
狩
川
流
域
下
水
道
事
業
案
が
打
ち
出
さ
れ、
こ
の
関

連
か
ら
市
の
終
末
処
理
場
規
模
は
一万
人
に
縮
小
し
て
簡
易
終
末
処
理
場
と
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
ま
た
九
月
中
を
下
水
道
普
及
促
進
月
間
と
定
め
た
。

昭
和
四
十
八
年
度
ま
で
の
第
一期
事
業
費
は
約
八
億
一
千
九
百
七
十
六
万
円

と
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
り
当
初
計
画
を
大
き
く
上
回
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

公
共
下
水
道
事
業
第二
期工
事

第
一
期
工
事
の
完
了
を
待
た
ず
に、
昭
和

四
十
八
年
六
月
から
第
二
期
工
事
に
入
っ
た。

下
水
道
の
設
置
で
一番
効
果
が
あ
る
の
は、
し
尿
の
汲
取
り
方
式
か
ら
水
洗

便
所
に
切
替
え
が
で
き
る
こと
で
あ
る
。
第
一
期
工
事
の
完
了
地
区
に
対
す
る

水
洗
化
を
はか
る
た
め
に
滝
川
下
水
終
末
処
理
場
の
整
備
を
急
ぎ
、
さ
ら
に
施

行
区
域
を
一
の
坂
町
全
域
と
花
月
町、
空
知
町、
明
神
町、
新
町、
本
町、
大

町、
緑
町、
東
町、
朝
日
町
の
各
一
部
地
区
に
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

施
行
年
度
は
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
五
十
四
年
度
ま
で
と
し
た
が、
施
行
方

法
は
雨
水
管
と
汚
水
管
を
分
離
す
る
分
流
式
に
し
て
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り

雨
水
排
水
は
直
接
河
川
に
放
流
し
、
汚
水
排
水
は
石
狩
川
流
域下
水
道
計
画
に

よ
る
奈
井
江
浄
化
セン
タ
ー
に
送
水
さ
れ
て
処
理
後
に
放
流
す
る
方
法
が
と
ら

852
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
事
業
の
管
渠
延
長
は二
〇
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル区
域
に
口
径
二
五
セ
ン

チ
メー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル二
〇
セン
チ
ま
で
の
ヒ
ュー
ム
管
で
雨
水
管
用

四
七
・
四
七
キ
ロ
メー
ト
ル、
汚
水
管
用が
四
九
・
六〇
五
キ
ロ
メー
ト
ル、

計
九
七
・
〇
七
五
キ
ロ
メー
ト
ルの
埋
設
工
事
が
行
わ
れ、
ま
た
、
滝
川
市
の

処理場全景

下
水
終
末
処
理
場
は
昭
和
五
十
年
完
成
を
目
ざ
し
た
。

こ
れ
ら
の
総
事
業
費
は
五
八
億
五、
六
七
五
万
円、
受
益
者
負
担
金
は
一
平

方
メー
ト
ル二
〇
三
円
と
試
算
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
事
業
は
大
町、
本
町、
新
町
の
一
四
ヘ
ク
ター
ル
区
域

で
管
渠
延
長
五
・
四
キ
ロ
メー
ト
ル
を
施
工
し
た、
又
四
十
九
年
九
月
十
七
日

終
末
処
理
場
を
着
工
し
、
五
十
一
年
三
月
三
十
日
に
竣
工
、
同
年
七
月
一
日
に

使
用
開
始
し
た
。

施
設
名
滝
川
市
下
水
処
理
セン
タ
ー
(位
置
中
島
町
二
〇
四
番
地)

設
置
目
的
第
一
期
事
業
区
域
(主
と
し
て
合
流
式
区
域
約
一
四〇
ヘ
ク
タ
ー
ル)
の
汚
水

処
理

施
設
規
模
敷
地
面
積

建
物
面
積

下
一
階
)

処
理
能
力

一
日
処
理
能
力
六、
四
〇
〇
ト
ン
、
一〇
、
〇
〇
〇
人
分

処
理
方
法
沈
で
ん
法

五
億
一、
二三
五
万
円
(う
ち
国
費
三
億三
、
六
〇
〇
万
円
)

建
築
工
事

内
訳
土
木
工
事
一億
六、
二
七
三
万
円

八、
〇
一
一万
円

機
械工
事
二
億
六、
九五
一
万円

主
要
設
備
沈
砂
池
二
池
ピ
ンラ
ッ
ク
除
じ
ん
機
・
揚
砂
機

ポ
ン
プ
&
四
〇
〇
―‒一
台
、
二
〇
〇
‒‒二
台

最
初
沈
澱
池
二池

リ
ン
クベ
ル
ト
式
汚
泥
搔
寄
機

塩
素
滅
菌
池
一
池
塩
素
注
入
機

汚
泥
濃
縮槽

一
槽
施
回
式
汚
泥
搔
寄
機

汚
泥
脱
水
機
遠
心
脱
水
方
式

昭
和
五
十
年
度
に下
水
道
排
水
区
域
の
一
部
変
更
に
よ
り
一
四〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
増
加
し
た
。

下
水
処
理
セン
ター
の
完
成
に
伴
い
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
条
例
第

第
三
章
上
水
道
・
下
水
道

沈 砂 池
下水管から流入してきた汚水をゆるやかに
流して土砂類を溜め、それをバケッ トで取
り除きます。また浮いているゴミはスクリ
ーンで自動的に取り除きます。汚水は水中
ポンプにより最初沈殿池に送り込まれます。

最初沈殿池
沈砂池から送られてきた汚水を約2時間ほ
どかかってゆるやかに流します。 この間に
沈殿しやすい ドロなどの固形物の大部分を
沈殿させます。この沈殿汚泥は掻き集めて
汚泥濃縮槽に送ります。

一
七、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

総
延
一、
二
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
鉄
筋
コ
ン
ク
リー
ト
造
(地

総
事業
費

853
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厚

生

七
号
を
も
っ
て
滝
川
市
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
条
例
を
公
布
し
て、
既
設
便

所
を
水
洗
化
す
る
場
合
に
標
準
工
事
費
の
八〇
パ
ー
セン
ト
以
内
で
三
年
以
内

の
申
込
み
は
無
利
子
で
あ
る
が
過
ぎ
る
と
年
利
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
息
で

改
造
資
金
を
貸
し
て
普
及
す
る
こ
と
に
し
た
。

水
洗
化
の
状
態
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
度

区
計

五
四

五三 五
二

五
一 分

(九、五八五)

(一、五九九) 四二

五七四
(三、00二)

(二、七三二)

(人
巳
)

戸
,
数

三、五八三

五〇八

六九一

八一七 五六七

便
器
基
数

四八九、二四〇

二二二、二
七

二二、三〇三

一五五、七三一

一二〇、〇九一

(千
円
)

工
事
費

戸

六八七

二八 一六五

二四一

一六三

一、〇八 一七五

二四五

三七〇

二三八

数
基

数

う
ち
改
造
資
金
貸
付一九四、四四〇

三
、一九〇

四六、八五〇

七一、五六〇

四三、八〇

貸
付
金
額

五
四
五
三
五
二 五五 四 四

一 〇 九 八

年
度 区
分

八六八・七
"

11

11

四六九・七
" 三三九・七

計
画

面

ニ七六・〇
三三七・七
二〇二・〇
一七七・八
一五四・八
三豆・三
三
六・一

実
施 積
(.)四八・五
四三・〇
三七・九
三
・〇
四一・〇
天
・三

普
及
率
%
。

四五、八00
"1 = "

三
、100

三
、九〇〇
計
画

一八、四00
一五、九三
一四、三〇三
三三、七八三
二
、三四

10、二一五
九、五10

実
施 口

四〇・三
五一・三
四六・〇
四一・
一

芸
・五
四四・三
四一・五

普
及
率%。

九三、一八四
七四、一九三
六
、三六〇
五
、四01
四〇、五七O
三
、四六

三
、四八二

管
渠
延
長

(m)長

第
二
期
工
事
は
当
初
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
の
施
行
期
間
と
し
た
が、
途
中

に
五
十
五
年
度
ま
で
に
変
更
し
て
右
表
の
実
績
を
あ
げ
て
き
た
が、
昭
和
五
十

四
年
度
に
第三
期
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
期
工
事
の
総
事
業
費
も
計
画
事
業
費
は
約
七
十
四
億
円
と
な
っ
た
。

旧
人
造
石
油
滝
川
工
場
跡
に
昭
和三
十
年
から
陸

上
自
衛
隊
滝
川
駐
と
ん
地
を
設
置
移
駐
す
る
こと
に
な
り、
演
習
グ
ラ
ン
ド
や

四
七

四
六

四
五

四
四

四
三 区
分

"

11 〃11 11

一六・八九

九・四七

三・九二

実
施 積

(四
)七一・0

四四・0

三五・0

二・〇
三・〇

普
及率%

" !

11

三、三〇〇

計
画
|
実
施 帯

二
・三

九・四
五・八 二・四 1

普
及
率%

(%)

八、一〇九・四

四、七二八・一
三、七五八・五
三、一七三・三

六九八・九 (m)長

年
度

セニ
・
三三 計
画

面

公
共
下
水
道
事
業
第
一
期
実
施
状
況

世

三七三

三
〇

一九九

八〇

(戸
)

管
渠
延
長

一方
公
共
下
水
道
の
建
設
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

三、三三七

(二、三三三)

七三 四九〇

施
工

状
況

公
共
下
水
道
事
業
第二
期
実
施
普
及
状
況

" 人
(人
)

下水道ヒューム管埋設工事

泉
町
都
市
下
水
路
事
業

854
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第三
章
上
水
道・下

水
道

こ
の
こ
と
か
ら
当
初
計
画
で
は
銀
川

排
水
を
整
備
す
る
方
策
で
あ
っ
た
が、

銀
川
上
流
地
区
の
排
水
に
加
え
て
自
衛

隊
駐
屯
地
の
排
水
を
西
町
方
向
に
流
す

よ
り
も
、
駐
屯
地
北
側
に
下
水
路
を
通

し
て
冠
水
も
含
め
て
解
決
す
る
方
策
を

と
り
、
市
で
は
防
衛
施
設
庁
に
下
水
路

造
成
を
陳
情
し
て、
昭
和
四
十
七
年
度

か
ら
障
害
防
止
対
策
事
業
補
助
を
受
け

て
工
事
に
着
手
し
た
。

こ
の
下
水
路
は
銀
川
が
江
陵
団
地
北

側
付
近
か
ら
地
下
埋
設
管
を
経
て
途
中

か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
の
排
水
溝
と
な
っ
て
駐

屯
地
北
側
に
沿
い、
石
狩
川
の
古
川
に

入
る
総
延
長
一
・七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
度
は
実
施
設
計
に
あ

た
り、
翌
四
十
八
年
度
か
ら
工
事
に
入

ス
キ
ー
山
な
ど
の
造
成
が
行
わ
れ
た
。

広
大
な
駐
屯
地
の
整
地
に
は
充
分
な
排
水
溝
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で、
集
中

豪
雨
に
は
敷
地
外
へ
流
出
す
る
が、
駐
屯
地
北
側
に
接
す
る
水
田
が
し
ば
し
ば

冠
水
し、
ま
た
東
側
に
は
銀
川
が
附
近
の
排
水
を
集
め
て
幸
町
か
ら
西
町
有
明

町
に
流
れ
て
い
る
も
の
の、呑

み
切
れ
な
い
で
時
氾々
濫
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
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り
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
て
竣
工
し
、
西
町
地
区
の
浸
水
不
安
が
解

消
さ
れ
た。
五
十
四
年
十
二
月
五
日
文
化
セン
ター
で
完
成
祝
賀
会
が
催
さ
れ

た
。事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が、
総
事
業
費
五
億二
八
九
万
円、
こ
の

う
ち
防
衛
施
設
庁
補
助
二
億二
、
三
二
四
万
円、
建
設
省
補
助
一
億
七
〇
〇
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生

万
円
で
他
は
起
債、

一般
財
源
で
あ
る
。

用
地
取
得

一六、
二
九二
平
方
メ
ー
トル

管
渠
工
Ø二
・六
メー
ト
ル～
♡
二
・八
メ
ー
ト
ル
七
五〇
・二
メ
ー
ト
ル

マン
ホー
ル
一〇
カ
所

落
差
工
二・
四
メ
ー
ト
ル
×二
・
一五
メ
ー
ト
ル
一
二
メ
ー
ト
ル

公
共
下
水
道
事
業
第三
期
工
事

第
二
期
工
事
中
に
次
の
工
事
計
画
を
進
め

昭
和
五
十
四
年
度
に
下
水
道
の
変
更
認
可
を
得
て
第三
期
工
事
に
入
っ
た
。

施
行
年
度
は
昭
和
五
十
四
年
度
から
六
十
二
年
度
と
し、
施
行
方
法
は
分
流

式
で
施
行
区
域
は
次
の
と
お
り
と
し
た
。

朝
日
町
東
一
丁
目
の
一
部
、同
東
二
丁
目
か
ら
四
丁
目
の
全
部

西
二
丁
目
から
西
四
丁
目
の
全
部

部、
東
町
の
一
部

目
か
ら
三
丁
目
の
一部、

有
明
町
一
丁
目
か
ら
五
丁
目
の
全
部

中
島
町
の
一
部、
新
町
四
丁
目
か
ら
六
丁
目
の
全
部
西
町
一丁
目
から
八
丁

目
の
全
部、
幸
町
一丁
目
、
二
丁
目
の
全
部

扇
町
一
丁
目
から
三
丁
目
の
全
部

泉
町
一
丁
目
の
全
部、
泉
町
二
丁
目
の
一
部
、
泉
町
の
一
部

の
五
三
九
ヘ
ク
ター
ル
区
域
で
終
末
処
理
場
は
石
狩
川
流
域
下
水
道
奈
井
江
浄

化
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
。

本
工
事
の
総
事
業
費
は
一
五
四
億
五、
一四
九
万
円
で
う
ち
国
補
助
は
三
五

億
六、
〇
〇
〇
万
円、
受
益
者
負
担
金
は
一
平
方
メー
ト
ル
当
た
り三
七
五
円

と
試
算
さ
れ
一
三億
五
、
七
九〇
万
円
を
見
込
ん
で
い
る。

第
三
期
工
事
を
含
め
た
下
水
道
施
行
面
積
は
八
六
八
・
七
ヘク
タ
ー
ル、
人

口
は
四
万
五
、
八〇
〇
人
を
対
象
と
し
て
目
下
工
事
進
捗
中
で
あ
る
。

石
狩
川
流
域
下
水
道
事
業

石
狩
川
流
域
の
開
発
と
発
展
に
伴
い
排
せ
つ
さ

れ
る
汚
水
が
増
し
て
き
た
。
こ
れ
と
同
様
に
道
内
の
河
川
浄
化
を
急
務
と
し
て

北
海
道
で
は
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
河
川
の
調
査
に
入
っ
た
が、
ま
ず
石
狩
川

を
対
象
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
結
果、
流
域
下
水
道
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
施
行
に
当
た

って
は
岩
見
沢
、ブ
ロ
ック
五
市
町
(岩
見沢、

美
唄、三

笠
、栗
沢、
栗
山)
と
滝
川

‘ブ
ロ
ッ
ク
(滝
川、
赤
平、
芦別、

砂川、
歌志
内、
奈
井江)

の
六
市
町
に
お
い
て
事

業
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
を
出
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
至
っ
て
道
から
中
空
知
の
六
市
町
に
対
し
市
町
間

を
下
水
道
幹
線
で
結
び
、
汚
水
を
一
括
処
理
す
る
石
狩
川
流
域
下
水
道
計
画
を

示
さ
れ
た
。
さら
に
昭
和
四
十
九
年
一
月
二
十
一
日
滝
川
市
に
お
い
て
道
と
関

係
市
町
と
の
協
議
会
が
催
さ
れ、
道
から
次
の
よ
う
な
計
画
が
示
さ
れ
た
。

空
知
管
内
八
市三
町、
四
四
万
八
、
〇
〇
〇
人
を
処
理
計
画
人
口
と
し
て
総

事
業
費
八
〇
〇
億
円
の
道
内
最
初
の
流
域
下
水
道
事
業
を
実
施
す
る
計
画
で、

空
知
を
中
部
と
南
部
の
二
地
区
と
す
る
。
中
部
地
区
に
は
美
唄
の
一
部
を
加
え

六
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
六
十
五
年
度
ま
で
に
延
べ
六
四
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
幹
線
と
奈
井
江
町
高
島
地
区
に二
三
万
六
、
〇
〇
〇
人
規
模
の
終
末
処
理

場
を
建
設
す
る
。
ま
た
南
部
地
区
の
処
理
規
模
は二
一万
二
、
〇
〇
〇
人
と
見

込
ん
だ
計
画
で
昭
和
五
十
五
年
度
に
処
理
開
始
を
目
指
し
て
進
め
た
い、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

結
局、
中
部
地
区
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら

六
十
二
年
度
ま
で
に
管
渠
事
業
費
三
〇
〇
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
、
ポ
ン
プ
場
三

四
億
五、
〇
〇
〇
万
円、
処
理
場
九
六
億
円
の
総
事
業
費
四
三
一
億
円
と
い
う

膨
大
な
事
業
計
画
の
も
と
に、
昭
和
四
十
九
年
度
は
幹
線
布
設
位
置
と
測
量
を

行
っ
た
。

昭
和
五
十
年
九
月
十
七
日
札
幌
土
木
現
業
所
石
狩
川
流
域下
水
道
建
設
事
務

所
を
緑
町二
丁
目
二
番
の
児
童
会
館
内
に
開
設
し
て、
用
地
買
収
や
施
行
管
理

に
入
り、
本
格
的
な
工
事
が
始
ま
っ
た。

856

第
七
編
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積
ブ
ロ
ッ
ク三
面
装
工
九
二
〇
メ
ー
ト
ル

同
西
一丁
目の
一部、同

南
滝
の
川
の
一
部、
東
町
一
丁
目
から
八
丁
目
の
一

空
知
町
一丁



そ
の
後
本
工
事
の
進
捗
に
よ
り
昭
和
五
十二
年
十
二
月
十二
日
事
務
所
を
奈

井
江
町
五
番
地
一七
に
移
し
た
。
な
お
処
理
開
始
は
昭
和
五
十
七
年
度
の
予
定

で
事
業が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

五
四

五
三

五
二

五
一

五
〇

年
度

二
七
億
七
千
万
円

二
四
億
一
千
万
円

一
九
億
四
千
万
円

八
億
四
百
万
円

五
億
三
千
万
円

事
業
費

処
理
場

管
渠

処
理
場

管
渠

処
理
場

管
渠

処
理
場

管
渠

管
渠 実

施

最
終
沈
澱
池
土
木
建
築

◎二
、
二
〇
〇

砂
川、
奈
井江
地区

敷
地
用
地
費

一、
九
六
〇
メ
ー
ト
ル

奈
井
江
町
内
Q
二
、
二〇
〇

敷
地
取
得
四
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

一、
一〇
〇
メ
ー
ト
ル

奈
井
江
地
区
Q二
、
〇
〇
〇
～
二
、
二〇
〇

滝
川
地
区
分
二
、
〇
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

ー
ト
ル
一、
四
七
〇
メ
ー
ト
ル

滝
川
市
内
ど
一、
五
〇
〇
～
二
、
〇
〇
〇
ミ
リ
メ

事

業

内

容

委
員
の
組
織
と
し
て
は
学
識
経
験
者三
人
以
内、
受
益
者二
人
以
内、
市
職

員
四
人
以
内
で、
任
期
は二
年
間
で
あ
る
。

委
員
の
委
嘱
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

佐
藤
民
治
郎

昭
和
四
十
四
年
七
月
三
十
日
委
嘱

務
白
水

白
水

古
道
俊
雄

昭
和
四
十
七
年
七
月
一
日
委
嘱

務
昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
六
日
委
嘱

相
田
貞
弘

佐
藤
民
治
郎

金
山

二
男

西
村
ケ
イ
子

嘉
見
光
義

西
村
ケ
イ
子

昭
和
五
十
一
年
八
月
一
日
委
嘱

大
西
英
男

昭
和
五
十
四
年
二
月
一
日
委
嘱

古
瀬
忠
四
郎

石狩川流域下水道建設事務所 伊
藤

清
古
館
健
一

相
田
貞
弘

花
摘
誠
吉

業
天
孝
一

松
沢

寛
松
山
力
三

西
村
ケ
イ
子

大
原
富
士
一

建設中の処理場

青
木
仁
八

相
田
貞
弘

西
村
ケ
イ
子

水
谷
五
一

松
山
力
三

真
田
整
一

金
山
二
男

水
谷
五
一

大
西
英
男

下
水
道
審
査
委
員
会

下
水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
た
め
、
市

条
例
に
下
水
道
審
査委
員
会
を
置
く
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
四
十
四

年
六
月
二
日
滝
川
市
下
水
道
審
査
委
員
会
規
則
を
公
布
し
た
。

審
査
委
員
の
任
務
は
下
水
道
地
先
に
お
お
む
ね
五
戸
以
上
の
居
住
者
が
お
り

私
道
敷
地
内
に
共
同
本
管
を
設
置
す
る
場
合、
火
災、
地
震
な
ど
の
災
害
の
場

合、
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ
る
委
託
工
事
費
の
減
免
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問

に
応
ず
る
こ
と
や
そ
の
他
の
意
見
を
具
申
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
三
章
上
水
道・
下
水
道

石
狩
川
流
域
下
水
道
事
業
実
施
状
況

エ
ア
ー
レー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク、
滅
菌
池
一〇
億
円

二、
一
六〇
メ
ー
ト
ル

一七
億
七
千
万
円

砂
川
地
区
♡
二
、
二〇
〇 八
億三
千
万
円

二
、
四
六
〇
メ
ー
ト
ル

一
五
億
八
千
万
円

真
田
整
一

相
田
貞
弘

今
井
定
利

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
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